讃樹會令和元年度第2回理事会議事録
令和2年1月14日（火）　20：00～20：40
 
1.第16回定期総会の日程及び記念講演会について

日程は5月9日(土)15：30、会場は医学部臨床講義棟１階に決定。
記念講演会の講師は香川県知事浜田恵造氏にお願いするという執行部案に決定。
2.次年度会長選挙及び理事選挙について（立候補者、理事候補者の公表）
立候補者、理事候補者の公表があり、選挙実施の流れの確認が行われた。12月20日締切の会長立候補者は平川栄一郎先生一名であったので、信任投票となることが説明された。所信表明及び推薦状は同窓会報に掲載される。理事選挙は、規程通り信任投票となる。
3.香川大学校友会設立について　





香川大学同窓会連合会は、香川大学各学部同窓会（松楠会〈教育学部〉、又信会〈経済学部・法学部〉、讃樹會〈医学部医学科〉、木蓮会〈医学部看護学科〉、緑晴会〈工学部〉、池戸会〈農学部〉）の集合体組織であったが、香川大学創立70周年を機に、2019年11月2日に連合会を吸収した形で全学の同窓会的組織「香川大学校友会」が設立したことが、理事会において周知された。
香川大学校友会会長は学長が就任し、理事は各同窓会長並びに各学部長が就任する、更に会の構成員は香川大学の卒業生・修了生のみならず、在学生、現職教職員、退職教職員までを含む等、設立趣意書並びに会則を資料として確認された。
4.香川大学入学生誓約書への追加内容について


令和2年度以降入学者の誓約書の個人情報利用目的に「香川大学校友会がその活動を行うための情報」の一文が追記されることに合わせて、同窓会や後援会も同様に加えるかどうかについて本学から讃樹會に意見の確認があった。讃樹會として準会員把握のための手続き事務が簡易化されるので同窓会を加えた一文としてもらうことが承諾された。
ただ、情報提供を受けた時点で、讃樹會としては個人情報の紛失や漏出には十分注意が必要であることが再確認された。
5.会員情報利用申請への対応原則について　
「讃樹會会員の個人情報利用の取扱いに関する基本方針」について、問題点が検討された。
「1.個人情報の使用目的」について」

①讃樹會が取得する個人情報の使用目的（ア）～（キ）のうちで、「（キ）その他、讃樹會会員に関する業務」は、解釈の仕方によってどのようにもとれる文言であるため、解釈が分かれない明快なものに訂正するか、または削除するか、今後の検討課題とする。
②「上記利用目的以外に個人情報を利用する場合は、書面により同意をいただくこととする。」は、まず、ア～キに列記した利用目的以外の利用とは具体的にどういうことがあるかの検討が必要である。次に、書面により「誰に」同意をいただくのか、「個人情報の本人」からの同意とわかるように修正することが必要である。
「2.個人情報の提供・利用」について
現在、「個人情報利用申請書」を提出してもらい、基本方針の使用目的の範囲内であれば事務局長の承認により情報の提供を行っているが、近年、判断が難しく執行部による審議が必要なケースも増えてきていることから、適正で効率的な情報提供の判断のもととなる原則を作る方向でまとまり、執行部で対応原則の修正案を練って今後も継続審議することとなった。
6.その他
毎年の卒業生が寄贈する卒業記念としての植樹や、石碑、何らかの記念品について、樹の場合は枯れてしまった場合もあったり、植樹や石碑のあるスペースに工事の石が置いたままであるのを目にしたこともあり、少し気になっているとの意見が挙がった。それを受けて、◆1期生卒業後、30年以上経っていることであるし、一度、大学に問い合わせるなどして、卒業記念寄贈品について調べて現状を把握してみたらどうか、◆調査した結果を同窓会報で特集してもいい、◆枯れるなど不備が出ているものは寄付を募るなど次のステップに動いてもいい、◆今後の卒業生が大学に何を寄贈するかのヒントにもなるかと思う、などの意見が出て、まずは卒業記念品の現状把握を行ってみることになった。
